（景観計画区域内行為届出書　第８面）

景観形成推進地域の工作物の建築等
	景観の保全方針
（周辺景観への配慮等）
	中・遠景への配慮

	
	近景への配慮


	項　　目
	工夫や配慮した事項

	敷地内における位置
	□ 道路境界線からの壁面を後退する（　　　　ｍ）

□ 植栽により公共空間から見えないように遮蔽する

	
	□ その他

[　　　　　　　　　　　　　]

	形態・意匠
	□ できるだけすっきりとした形態にする

□ 周辺の景観に馴染むボリュームとする

	
	□ その他

[　　　　　　　　　　　　　]

	外壁に付帯する施設
	□ 配管等を露出しない

□ 建築物と一体的にデザインする

	
	□ その他

[　　　　　　　　　　　　　]

	色彩
	□ 使用する色数を抑える
□ 周辺の景観に馴染む色を用いる

	
	□ その他

[　　　　　　　　　　　　　]

	敷地の緑化措置等
	□ 常緑の高木を用いた修景緑化を行う

□ 敷地面積の20％以上を緑化する

□ 既存樹を活かして緑化に努める

	
	□ その他

[　　　　　　　　　　　　　]

	その他景観形成のために特に配慮した事項

	


備考　１　該当する□にレを記入してください。

２　その他の場合は、具体的な工夫や配慮事項を記入してください。

３　具体的な工夫や配慮事項については、ガイドラインを参考にしてください。

４　各欄に記入しきれない場合は、添付する図書に詳しく記入してください。
５　緑化面積の算出については、ガイドラインを確認してください。
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